
【基本情報】

教 科 数 学 学 年 ３年 教科書 数学Ⅲ Advanced （東京書籍）

単位数 ３
科 目 数 学 Ⅲ（β） 副教材 Hi-PRIME 数学Ⅲ （東京書籍）

（年間予定コマ数） (96)

科 目 概 要 ・数学Ⅲは，数学Ⅱに続いて履修する科目である。数学Ⅲ（β）では，「平面上の曲線」・「複素数平面」について学習する。

・将来，数学が必要な専門分野に進学する場合（特に理系大学進学）において必要となることが多い科目である。

①平面上の曲線 …放物線，楕円，双曲線などの平面上の曲線がいろいろな式で表されることを理解する。

②複素数平面 …座標平面上に複素数を対応させる。また，複素数の極形式やド・モアブルの定理について学習し活用する。

到 達 目 標 ・平面上の曲線や複素数についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能る能力を養い，

それらを活用することを目標にする。

・重要な定理や公式を理解するとともに，基本的な計算を身に付け様々な分野に応用できるようにする。

・教科書の問，問題，練習問題を解けるようにする。

授業の進め方 ・基本的には教科書に沿って進め、状況に応じて傍用問題集での問題演習を取り入れる。

・単元が終了するときには教科書の章末の練習問題にも取り組む。

・教科書の「参考」「発展」も学習する。

・進度によっては単元テスト・節末テストを実施する場合がある。

留 意 事 項 ・教科書・Ｂ５版ノート（教科書用と問題集用の２冊を用意する）・傍用問題集を忘れずに準備する。

・指示された問題を早く解き終わった場合には，自主的に傍用問題集などに取り組む。

・参考書は，家庭学習および長期休暇中の講習・課題で使用する。

・授業は数学Ⅲ（α）と並行して進める。

家 庭 学 習 ・復習が中心となる。授業はほぼ毎日あるため，その日の授業で取り組んだ例題・問を自力で解き直し，問題集の該当問題を解く。

・週末にはその週に学習した内容についてあらためて復習し，疑問点が残らないようにする。

・不明な点が残ってしまった場合には，量が多くならないうちに教科担任に質問して解決するようにする。

・大学等進学を目指し家庭学習をする場合，各章末の練習問題が理解できるかどうかが１つの目安になる。教科書や問題集の基礎･基本

を確実に身に付け，その考え方を十分に活用し章末の練習問題にもチャレンジしよう。考える力が試されるため，じっくり取り組む。

【評価の方法】

観 点 ポイント 割 合 評価項目

・平面上の曲線と複素数平面に関心をもつと

Ａ．関心・意欲・態度 ともに，それらを事象の考察に積極的に活 １０％

用して数学的論拠に基づいて判断しようと

する。

・事象を数学的に考察し表現したり，思考の １ 定期考査・節末テストの得点

Ｂ．数学的な見方考え方 過程を振り返り多面的・発展的に考えたり ３０％ ２ ノート・課題提出とその仕上げ具合

することなどを通して，極平面上の曲線と ３ 授業態度・グループ学習時の積極的な参加（関心・意欲）

複素数平面における数学的な見方や考え方

を身に付けている。 それらを総合的に評価する

・平面上の曲線と複素数平面において，事象

Ｃ．数学的な技能 を数学的に表現・処理する仕方や推論の方 ３０％

法などの技能を身に付けている。

・平面上の曲線と複素数平面における基本的

Ｄ．知識・理解 な概念，原理・法則など体系的に理解し， ３０％

知識を身に付けている。



【年間計画】

観点別評価
単 元 配当時数 学習内容 到達目標

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 平面上の曲線 ２１

１節 ２次曲線 放物線 ○ ○ ・放物線，楕円，双曲線が二次式で表されることおよびそれらの

楕円 ○ ○ ２次曲線の基本的性質について理解する。

双曲線 ○ ○ ・数学Ⅰの２次関数のグラフが放物線であることを確認する。

２次曲線の平行移動 ○ ○ それによって，楕円，双曲線との関係が，離心率との考え方に

２次曲線と直線 ○ ○ よって定まることを確認する。

２次曲線と離心率 ○ ○ ・媒介変数の意味および曲線が媒介変数を用いて表されることを

問題 ○ ○ 理解し，それらを事象の考察へと活用する。

・極座標の意味および曲線が極方程式で表されることを理解し，

２節 媒介変数表示と 曲線の媒介変数表示 ○ ○ それらを事象の考察に活用する。

極座標 極座標と極方程式 ○ ○

いろいろな曲線 ○ ○

問題 ○ ○

② 複素数平面 １４

１節 複素数平面 複素数平面 ○ ○ ・複素数平面上の点が複素数を表していることを理解する。

複素数の極形式 ○ ○ また，複素数平面上における複素数の和・差・実数倍とベクト

ド・モアブルの定理 ○ ○ ルの和・差・実数倍の関係を理解する

問題 ○ ○ ・複素数の極形式を理解し，表すことができる。また，複素数の

積・商と複素数平面上の回転移動の関係を理解する。

２節 図形への応用 円と分点 ○ ○ ・ド・モアブルの定理を理解する。また，ド・モアブルの定理を

複素数と三角形 ○ ○ 用いて解を求めることができる。さらに，その解を複素数平面

問題 ○ ○ 上に図示することができる。

・内分点や外分点，円，軌跡を複素数を用いて表現することがで

きる。

・偏角を用いることにより，複素数平面上の３点でできる角の大

きさを表すことができることを理解する。

また，複素数平面上の三角形の形状を調べることができる。

＜発展的な内容＞ ６１ ・大学入学共通テスト（新テスト） ・発展的な内容の定着の元に発展的な内容の定着を図る。

に対応した発展的な内容の演習


